
（Ｃ  組織基盤強化部門）
新潟ろうきん福祉財団　２０２２年度ＮＰＯ等地域活動団体助成応募申込書
※10ポイント以下にしないこと。４ページ以内でおさめること。
ホチキスとめやファイルにとじない。両面、片面どちらでも可。
１．団体概要

	フリガナ
	

	団体名
（法人格など省略せず、正式名称）
	

	住所
	〒　　　－　　　　　　　　（市・町・村）　　　　区　　　　　

	代表者
	役　職
	
	氏　名
	

	
	携帯電話
	
	固定電話
	

	問合せ責任者
	役　職
	
	氏　名　
	

	
	携帯電話
	
	固定電話
	

	メールアドレス
	


	設立年月
	（１）法人の場合
法人登記の日　　　　　年　　月　　日
（２）法人格を有しない任意団体の場合
定款、規約を最初に定めた日　　　　年　　月　　日

	会員数
	個人会員　　　人 、団体会員　　　　人、その他会員種別　　　　　　人

	年間の収支

(※直近のもの)
	収入（　　　　　　万円）主な収入（　　　　　　　　　　　　　　　　）

支出（　　　　　　万円）（内事業費　　　　万円、管理費　　　　万円）

	団体の目的
	

	団体の直近の事業・活動の内容
	

	過去３年間の主な

助成金実績

（ない場合は空欄）
	

	ホームページ
	□ない□ある（https://                                                     ）

	SNS
	団体のアカウントがあるものについて☑してください（複数可）
□Twitter□Facebook□Instagram□LINE□その他（　　　　　　　　）


２．応募事業の内容

	事業名
40文字以内で記載
	

	助成金申込金額
	　　　　　　　　　　　　　　　　円（千円以下、端数切捨て：上限１００万円）

	団体組織のありたい姿
目指している組織の姿（ビジョン）を記載。
	

	貴団体が抱えている組織（人材・規模・意思決定・資金等）の課題および背景・原因について、優先順位３つを記載。
	優先順位
	課題
	背景・原因

	
	１
	
	

	
	２
	
	

	
	３
	
	

	事業の内容
「ミッション見直し、中期ビジョン・中期計画の策定、事業の評価と改善、PDCAサイクルの定着、新たな拠点の確保」など様々ですが、これに捉われず施策を記載のこと。
	

	連携先・協力体制等
応募事業における外部からの協力者として、具体的な団体名やその役割を記載。
	連携先・協力者（団体・個人）
	具体的な役割

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	事業の成果
助成の事業目標（アウトプット）と助成終了後、どのような事業成果（アウトカム）を考えているのか。また、それをどのような方法で確認しようとされているのかを記載。数値等の定量的な指標だけでなく、定性的なことも記載。

	


３．応募事業のスケジュール等（2022年4月1日～2023年3月31日までの対象期間を明記する）
	年月日
	活動・事業内容など

	2022年 4月1日

2023年 3月31日
	


４．応募事業の収支計画
　　支出

	事業費項目
	金額（円）
	内訳（単価、人数、数量、回数等の明細を記入）

	①物品・資材購入費
	円
	

	②業務委託費
	円
	

	③講師謝金・研修費
	円
	

	④印刷製本費
	円
	

	⑤旅費交通費
	円
	

	⑥通信費
	円
	

	⑦事務・消耗品費
	円
	

	⑧機材・施設等賃借料
	円
	

	⑨雑費
	円
	

	⑩改修費

	円
	

	合計

	円
	


　　収入
	項目
	金額（円）
	内訳（計算根拠）

	①本助成金
	円
	上限１００万円。２．応募事業の内容、助成金申込金額と一致していること。支出合計×８０％以内になっていること。

	②他の助成金
	円
	他の助成金等の名称・金額（申請中も含む）
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	③本事業の収入（見込み）
	円
	参加費収入、売上など


	④寄付金
	円
	

	⑤その他の収入
	円
	団体自己資金


	合計

	円
	


提出物チェック表とアンケート
　　チェック表

	書類名
	部数
	申請者
チェック欄☑
	財団事務局
チェック欄

	ＮＰＯ等地域活動団体助成２０２２年度応募申込書
	１
	□提出あり（必須）
	

	定款、会則又は規約の写し
	１
	□提出あり（必須）
	

	直近の事業年度の決算書
※事業年度が３月末ではなく２０２１年度の決算が終わっていない場合は、「直近」ですので、２０２０年度決算書を添付してください。
	１
	□提出あり（必須）


	

	見積書
※１０万円以上の物品・資材購入費、業務委託費、機材施設等賃借料などがある場合、添付してください。
	１
	□提出あり

□該当なし
	

	役員名簿※住所は不要、氏名のみの名簿
	１
	□提出あり（必須）
	

	パンフレット、会報など※上限３点まで
	１
	□提出あり
□該当なし
	


　

アンケート※記載いただいた内容は選考とは一切関係ありません。

	本助成金の情報をどこでお知りになりましたか？

（複数回答可☑をつけてください）
	□ろうきん財団のウェブサイト　□新潟県労働金庫の本支店　□ろうきん財団からのハガキ　□県内の中間支援組織からの会報やメーリングリスト、ＳＮＳ等　□市町村の市民活動等担当課からのお知らせ　□知人からの情報提供　□その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

	本助成制度を選んだ理由を記入ください。
	


【提出する前の最終☑チェック！書類選考外にならないように、もう一度確認しましょう】

□記入に際して、できるだけパソコンを使用して作成ください。文字の大きさは、１０ポイント以下にはしないでください。
□両面、片面でもどちらでも可能です。ただし、選考委員などへの説明資料としてこちらで複写するため、カラーコピーの場合、白黒コピーすることになりますのでご了承ください。

□手書きの場合、住所の郵便番号、ＴＥＬ、メールアドレス、－、_、０、６、９といった文字はわかりやすく記入ください。

□代表者押印は不要です。

□決算書が事業年度の関係で作成できていない場合は、前年度（直近）の金額を記入してください。

□団体設立１年未満で決算書がない、パンフレットや会報がない等を除き、（必須）の添付はついていますか。
□文字数に制限を設けている項目があります。

□文字数制限のない項目で、表の高さをそれぞれ調整することは可能ですが、応募申込書（提出物チェック表とアンケート除く）は４ページを超えないようにしてください。

　□申込金額は、総事業費の８０％以内に収まっていますか。（例：総事業費１２６万円→申込金額１００万円）

　□収支は内訳含めて、足し算など金額に誤りはありませんか。

□内訳は、単価や個数など詳細を記入ください。
□１０万円以上のものには見積を添付してください。

□受付先と方法に誤りはないですか。

　□〆切４月２５日（月）１７時必着の場合、４月２１日（木）までに投函ください。消印有効ではありません。
受付No








